
は
じ
め
に

現
在
で
は
、
琉
球
語
と
日
本
語
が
姉
妹
言
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
疑
う
言

語
学
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
近
日
本
祖
語
、
琉
球
祖
語
と
日
琉

祖
語
の
再
構
が
非
常
に
進
ん
だ
と
は
い
え
、
ま
だ
不
明
な
箇
所
が
少
な
か
ら
ず

残
っ
て
い
る
。
特
に
、
日
本
語
に
な
い
琉
球
語
の
特
別
な
語
彙
と
文
法
要
素
、

ま
た
、
琉
球
語
に
な
い
日
本
語
の
特
別
な
語
彙
と
文
法
要
素
が
目
立
つ
。
そ
れ

以
外
に
も
、
同
源
の
様
で
も
実
際
に
説
明
に
問
題
が
あ
る
語
彙
と
文
法
要
素
も

少
な
く
な
い
。
こ
の
論
文
で
は
、
そ
う
し
た
い
く
つ
か
の
語
彙
を
取
り
上
げ
る
。

一
、
琉
球
祖
語

「
土
」
と
上
代
中
央
日
本
語

〜

「
百
姓
」

琉
球
祖
語

「
土
」
と
上
代
日
本
語
の

「
土
」
は
異
な
る
語
源
を

持
つ
言
葉
で
あ
る
。
こ
う
い
う
場
合
、
ど
ち
ら
が
日
琉
祖
語
に
遡
る
か
と
い
う

問
題
に
な
る
。
上
代
東
国
日
本
語
を
あ
る
程
度
継
承
す
る
八
丈
島
方
言
に
は

「
土
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
八
丈
島
方
言
の

「
土
」
は
琉
球

の
久
米
島
方
言
の

、
喜
如
嘉
方
言
の

、
伊
是
名
方
言
・
瀬
底
方
言

、
前
島
方
言

な
ど
（
内
間
・
新
垣

二
〇
〇
〇
‥
四
二
〇
）
の
よ
う
に
、

口
蓋
化
に
よ
り

か
ら
発
達
し
た
形
式
に
違
い
な
い
。
従
っ
て
、
八
丈
島

方
言
の

「
土
」
を
考
慮
す
る
と
、

の
方
が
日
琉
祖
語
に
遡
る
可

能
性
が
高
い
。
で
は
、
上
代
日
本
語
の

「
土
」
は
ど
う
説
明
す
れ
ば
よ
い

の
か
。
上
代
日
本
語
の

「
土
」
は
、
私
が
以
前
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、

確
か
に
上
代
韓
国
語
の

「
土
」（
中
世
韓
国
語

「
岸
、
土

手
」、

「
モ
グ
ラ
」＜

＋
「
土
」

鼠
」
参
照
）

か
ら
の
借
用
語
で
あ
る

(
-

)
(

-
)

。

こ
こ
で
も
う
少
し

が
日
琉
祖
語
に
遡
る
事
を
支
持
す
る
証
拠
を
見
て
み

琉
球
語
、
上
代
日
本
語
と
周
辺
の
諸
言
語

再
構
と
接
点
の
諸
問
題

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ヴ
ォ
ヴ
ィ
ン

琉球語、上代日本語と周辺の諸言語



よ
う
。
例
え
ば１

）
、
上
代
出
雲
日
本
語
に

～

「
湿
地
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
（
出
雲
風

一
六
八
・
九

一
〇２

）
）、/

/＞
/
/

の
口
蓋
化
に
よ
り

＞
と
い
う
変
化
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
形
式
は
一
見
説

明
が
困
難
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
後
で
解
説
す
る
。
現
代
本
土
方
言
に
も

～
～

「
湿
地
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
（
澤
潟

一
九
六
七

‥
五
四
五３

）
）。
ま
た
、
上
代
中
央
日
本
語
に

「
土
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、

～

の

は
説
明
で
き
な
い
形
態
素
で
あ
る
か
ら
、
こ
ち
ら
は

～

に
関
係
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
従
っ
て
、

「
土
」
は

～

と
異
な
る
語
源
を
持
っ
て
い
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
思

わ
れ
る
。

し
か
し
、
上
代
中
央
日
本
語
に
も

の
名
残
が
見
ら
れ
る
と
思
う
。
上

代
中
央
日
本
語
に
は

～
「
百
姓
、
人
民
、
公

民
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
の
言
葉
の
伝
統
的
な
分
析
は
「
大おほ
御
宝
みたから

」
で
あ

る
（
澤
潟

一
九
六
七
‥
一
六
二
）。
し
か
し
、
そ
の
分
析
に
は
多
く
の
問
題
点
が

あ
る
。

（
イ
）
奈
良
時
代
の
文
献
に
お
け
る
「
大おほ
御み
」
の
使
い
方
は
神
・
天
皇
自
身

と
神
・
天
皇
族
に
関
係
が
有
る
言
葉
・
詔
・
身
体
の
部
分
・
使
う
物
・
属
す
る

物
な
ど
の
よ
う
な
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
古
事
記
』
の
例
を
見

る
と
、
大おほ
御
羹
みあつもの

（
記
下
・
三
ウ
八４

）
）、
大
御
饗

おほみ
あへ

（
記
中
・
一
オ
八
）、
大おほ
御
歌
み
うた

（
記
下
・
二
九
オ
五
）、
大おほ
御み
面おも
（
記
中
・
二
八
ウ
九
）、
大おほ
御み
神かみ
（
記
上
・
一
五
ウ

六
・
八
）、
大おほ
御み

酒き
・
意お

富ほ

美み

岐き
（
記
中
・
五
五
オ
七
、
六
二
オ
五
）
な
ど
が
あ

る
。
こ
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
百
姓
に
「
大
御
」
を
使
う
の
は
不
可
解
で
あ
る
。

（
ロ
）
私
が
知
る
限
り
、

～

「
百
姓
、
人
民
、

公
民
」
の
万
葉
仮
名
の
音
声
表
記
の
例
は
上
代
日
本
語
の
文
献
に
は
全
く
見
ら

れ
ず
、「
百
姓
、
人
民
、
公
民
」
に
後
世
加
え
ら
れ
た
振
り
仮
名
「
オ
ホ
ミ
タ

カ
ラ
」
の
例
し
か
な
い
。
し
か
し
、「
大
御
」
は
平
安
時
代
末
期
以
前
「
オ
ホ

ミ
」
で
あ
り
、
上
代
日
本
語
で
は
ま
だ
「
お
ほ
ん
」
に
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

平
安
時
代
初
期
の
辞
書
で
あ
る
『
倭
名
類
聚
抄
』
に
初
め
て
現
れ
る
音
声
表
記

「
於お

保ほ
む

太た

加か

良ら
」
は

/
/＞

/
/

の
変
化
以
前
の
例
で
あ
る
た
め
、

と
読
む
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
の
知
る
限
り
、

「
大
御
」
は
平
安
時
代
末
期
ま
で
「
お
ほ
む
」
ま
た
は
「
お
ほ
ん
」
に
は
成
ら

な
い
の
で
あ
る
。

（
ハ
）
残
念
な
が
ら
、

～

「
百
姓
、
人
民
、

公
民
」
の
上
代
ア
ク
セ
ン
ト
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
類
聚
名
義
抄
』
に

出
る

「
人
民
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
低
低
高
高
高
高
（
○
○
●
●

●
●
）
で
あ
る
（
望
月
一
九
七
四
‥
一
二
五
）。
し
か
し
、

「
宝
」
の
ア

ク
セ
ン
ト
は
低
低
低
（
○
○
○
）
ま
た
は
低
低
Ｘ
（
○
○
ｘ
）（
望
月
一
九
七
四

‥
三
〇
二

〇
三
）
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
面
か
ら
分
析
す
る
と
、

～

「
百
姓
、
人
民
、
公
民
」
を
「
大おほ
御
宝
みたから

」

と
し
て
解
釈
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

上
述
の
点
を
考
慮
に
入
れ
た
私
の

～

「
百

姓
、
人
民
、
公
民
」
の
解
釈
は
「
大おほ
｜
土みた
｜
族から
」
で
あ
る
。
カ
ラ
「
族
」
の
ア



ク
セ
ン
ト
は
高
低
（
●
○
）
で
あ
る
か
ら
、

「
人
民
」
の
ア
ク

セ
ン
ト
で
あ
る
低
低
高
高
高
高
（
○
○
●
●
●
●
）
と
よ
く
一
致
す
る
。

＞

は
前
方
唇
音
同
化
の
結
果
に
違
い
な
い
。
で
は
こ
こ
で
、『
出
雲
風
土

記
』
と
現
代
本
土
方
言
に
見
ら
れ
る

～

「
湿
地
」
の
例
に
戻
ろ
う
。

『
出
雲
風
土
記
』
に
よ
る
と
、

は

の
後
世
の
訛
で
あ
る
（
出
雲
風

一

六
八
・
九

一
〇
）。
前
に
言
及
し
た
よ
う
に
、

＞

と
い
う
変
化
は
そ

の
ま
ま
で
は
説
明
し
づ
ら
い
が
、
原
形
の

は
口
蓋
化
に
よ
り

に

変
わ
り
、
同
時
に

＞

の
前
方
唇
音
同
化
も
あ
っ
た
の
で
、

と

い
う
形
式
は
類
推
変
化
と
し
て
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
解
釈
を
採
用
す
れ
ば
、
上
代
中
央
日
本
語
で
は
合
成
語
の

～

に
し
か
残
っ
て
い
な
い
日
琉
祖
語
の

「
土
」

は
、
日
本
語
よ
り
琉
球
諸
言
語
に
お
い
て
よ
く
保
た
れ
て
い
る
と
い
う
結
論
に

至
る
で
あ
ろ
う
。

二
、
琉
球
祖
語

～
～

～

「
お
前
」
と

上
代
中
央
日
本
語
の
第
二
人
称
代
名
詞

意
禮
）

琉
球
諸
言
語
に
は

お
前
」と
い
う
意
味
の
第
二
人
称
代
名
詞
と
し
て
沖
縄
古

語

首
里
、
喜
如
嘉
、
伊
是
名
、
瀬
底
、
久
米
島

名
瀬

古
仁

屋
、
茶
花
、
湯
湾
、
奥
、
辺
野
喜

黒
島

平
良
、
東
仲
宗
根
、
登

野
城

等
が
あ
る

平
山
一
九
六
六
‥
三
〇
三
）
、

平
山

一
九
六
七
‥
二
四
一
）
、

（
内
間
・
新
垣

二
〇
〇
〇
‥
三
七
七
）。

＞

古
仁
屋
、
茶
花
、
湯
湾
、
奥
、
辺
野
喜

黒
島

平
良
、

東
仲
宗
根
、
登
野
城

等
。

＞

首
里
、
喜
如
嘉
、
伊
是
名
、
瀬
底
、
久
米
島

名
瀬

氏
は
、

と

が
琉
球
祖
語
で
は
別
々
の
第
二
人
称
代
名

詞
で
あ
っ
た
と
見
な
し
て
い
る

）
が
、
私
は

は

の
比
較
的
遅
い
反
映
形
で
あ
る
と
考
え
る
。

氏
は
、
現
代
首
里

方
言
の

「
お
前
」
は

か
ら
で
は
な
く
、

か
ら
の
反
映
形
と

し
て
い
る
が
、
一
五
〇
一
年
ご
ろ
の
首
里
方
言
を
ハ
ン
グ
ル
で
書
い
た
資
料
に

は

/
/

「
お
前
」
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
出
て
い
る
（
語
音
翻
訳
一
オ
・

ウ
）。

お
前
た
ち
」＜

伊
是
名
、
瀬
底
、
前
島

、
伊
良
部

ま
た

は
、
お﹅
が﹅
な
ど
）

「
お
前
｜
属
格
」＜

伊
是
名
、
伊
江
島

尊
敬
語
）
、
沖
縄
文
語

軽
蔑
語
）
、
沖
縄
古
語

。

「
お
前
｜
属
格
」＜

奥
武

。

例
‥

沖
縄
古
語

お
が
や
へ
よ
り
お
わ
よ
り
な

お
前
｜
属
格

家
｜
辺
｜
奪
格

来
（
尊
敬
）－

寄－

連
用
形

助
詞

琉球語、上代日本語と周辺の諸言語



お
前
の
家
か
ら
来
た
の

お
も
ろ

ⅩⅣ
九
九
八
）

首
里彼

｜
主
格

読－

状
況
接
尾
語

お
前
も
読
｜
命
令
形

彼
が
読
ん
だ
ら
、
お
前
も
読
め

沖
縄
語
辞
典

六
九
）

宮
古お

前
｜
主
格

助
詞

悪－

終
止
形

お
前
が
悪
い
ぞ

野
原
一
九
八
六
‥
三
七
二
）

お
前

ど
こ－

所
格

助
詞

行
｜
終
止
形

お
前
ど
こ
行
く
の

野
原
一
九
八
六
‥
三
八
一
）

ま
た
、

氏
は
、
琉
球
祖
語
に
は

～

と
い
う
第
二
人
称
代
名

詞
が
あ
り
、
琉
球
祖
語
の
指
示
代
名
詞
の

～

に
関
連
が
あ
る
と

の
見
解
を
示
し
て
い
る

）
。
し
か
し
、

氏
は
裏

づ
け
と
な
る
細
か
い
理
論
や
証
拠
を
述
べ
て
い
な
い
た
め
、
疑
問
が
残
る
と
思

う
。
も
う
一
つ
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
見
よ
う
。

上
代
中
央
日
本
語
の
第
二
人
称
代
名
詞
「
意
禮
」/

/

は
単
数
形
で
も
複

数
形
で
も
使
え
る
。
こ
れ
は
非
常
に
め
ず
ら
し
い
代
名
詞
で
、
散
文
に
し
か
見

ら
れ
な
い
。
上
代
中
央
日
本
語
の
第
一
人
称
代
名
詞
「
わ
・
わ
れ
・
あ
・
あ

れ
」
や
上
代
中
央
日
本
語
の
第
二
人
称
代
名
詞
「
な
・
な
れ
」
と
同
じ
構
造
を

持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら

は
上
代
中
央
日
本
語
文
献
に

出
て
い
な
い
。
上
代
中
央
日
本
語
の
「
わ
れ
」
と
「
な
れ
」
は
「
わ
」
と

「
な
」
に
比
べ
、
複
数
形
と
し
て
現
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
で

）
、
上
代
中
央
日
本
語

も
元
来
複
数
形
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
上
代
中
央
日
本
語
の
第
二
人
称
代
名
詞
「
意
禮
」/

/

は
明
ら
か
に
軽

蔑
代
名
詞
な
の
で
、
和
歌
に
は
見
ら
れ
な
い
。

例
‥意

禮
二
字
以
音
爲
大
國
主
神

［
］

５
）

お
前
（
二
字
音
を
も
っ
て
）

也

大
國
主
神

お
前
は
大
國
主
神
也

記

Ⅰ
‥
三
〇
オ６

）
）

須
佐
能
男
尊
が
、
自
分
の
娘
と
駆
け
落
ち
し
た
大
國
主
に
呼
び
か
け
た
。

所
作
仕
奉
於
大
殿
内
者
意
禮
此
二
字
以
音
先
入

［
］

作
り
奉
り
し
大
殿
内
に
は
貴
様
が
先
に
入
る

貴
様
が
お
作
り
し
た
大
殿
内
に
は
貴
様
が
先
に
入
る

記

Ⅱ
‥
五
ウ
）



神
武
天
皇
の
臣
た
ち
は
、
宮
殿
を
作
り
そ
こ
に
罠
を
仕
掛
け
、
神
武
天
皇
を
殺
そ
う
と

し
た
人
に
命
令
し
た
。

意
禮
熊
曾
建
二
人
不
伏
無
禮
聞
看
而
取
殺
意
禮
詔
而
遣

（
大
君
）
貴
様

熊
曾

猛
る

二
人

奉
ら
は
ず

禮
な
し
と

聞
こ

し
召
し
て

貴
様

取
り
殺
せ
と

の
た
ま
ひ
て

つ
か
は
せ
り

（
大
君
）
貴
様
熊
曾
猛
る
二
人
奉
ら
は
ず
禮
な
し
と
聞
こ
し
召
し
て
貴
様

を
取
り
殺
せ
と
の
た
ま
ひ
て
つ
か
は
せ
り

記

Ⅱ
‥
三
九
オ
）

倭
猛
尊
は
直
前
に
自
分
が
殺
し
た
熊
曾
長
の
弟
、
熊
曾
長
に
つ
い
て
熊
曾
長
に
話
し
た
。

上
代
中
央
日
本
語
の
第
二
人
称
代
名
詞
「
意
禮
」/

/

と
琉
球
祖
語

～
～

～

「
お
前
」
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
日
琉
祖
語
の
第
二

人
称
代
名
詞
の
原
形
は

～

だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
他
の
上
代
中
央

日
本
語
の
第
二
人
称
代
名
詞
の

～

は
、
分
布
か
ら
考
え
て
も
、
日
琉

祖
語
の
第
二
人
称
代
名
詞
で
は
あ
り
え
な
い
。

日
琉
祖
語
の
第
二
人
称
代
名
詞

は
ア
イ
ヌ
語
の
動
詞
呼
応
第
二
人
称
接

頭
語

と
驚
く
ほ
ど
一
致
す
る
が
、
こ
れ
は
た
だ
の
類
似
性
で
あ
る
か
、
日

琉
祖
語
と
ア
イ
ヌ
語
の
接
触
の
名
残
で
あ
る
か
、
今
の
段
階
で
は
決
め
が
た
い
。

三
、
沖
縄
古
語

「
肝
」
と
そ
の
語
源

沖
縄
古
語
に
は
あ
よ
「
肝
」、

心
？
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
私
が
知
る
限

り
で
は
、
そ
の
言
葉
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』、「
琉
歌
」
と
『
混
効
験
集
』
に
し

か
見
ら
れ
な
い
。
現
代
琉
球
諸
言
語
に
は

ま
た
は

「
肝
」
は
見
ら

れ
ず
、
一
般
的
に
「
き
も
」
の
反
映
形
し
か
な
い
。
た
と
え
ば
、
湯
湾
、
瀬
底

、
古
仁
屋

、
伊
是
名

、
前
島
、
久
米
島

、
東
仲
宗

根
、
与
那
覇

、
登
野
城

内
間
・
新
垣
二
〇
〇
〇
‥
三
八
九
）
な
ど

で
あ
る
。
上
代
中
央
日
本
語
に
も
、
上
代
東
日
本
語
に
も
、
中
古
日
本
語
に
も
、

現
代
本
土
の
方
言
に
も

「
肝
」
は
見
ら
れ
ず
、
琉
球
語
と
同
じ
よ
う
に

「
き
も
」
の
反
映
形
し
か
な
い
。
以
上
に
掲
げ
た
現
代
琉
球
諸
言
語
の
形
式
は

琉
球
祖
語
の

を
反
映
す
る
。
琉
球
祖
語
の

と
上
代
中
央
日
本

語

を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
日
琉
祖
語
の

が
再
構
で
き
る
。

そ
し
て
、
次
の
二
つ
の
例
を
見
れ
ば
、
沖
縄
古
語
に
は
「
あ
よ
」
と
「
き
も
」

は
間
違
い
な
く
二
重
語
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
よ
ち
よ
く
け
に
あ
れ
き
も
ち
よ
く
た
に
あ
れ

肝

強－

連
用
形

実

連
結
詞

有－

命
令
形

肝

強－

連
用
形

本
当

連
結
詞

有－

命
令
形

肝
強
く
実
に
あ
れ
、
肝
強
く
本
当
に
あ
れ

（
お
も
ろ

Ⅰ
‥
三
三７

）
）

琉球語、上代日本語と周辺の諸言語



あ
よ

肝
の
事
な
り

あ
よ

肝
の
こ
と
だ

（
混
効

Ⅱ
‥
二
七
オ８

）
）

二
重
語
が
現
れ
る
と
、
一
つ
は
借
用
語
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
な
る
。

「
あ
よ
」
と
「
き
も
」
の
分
布
を
見
る
と
、
確
か
に
「
あ
よ
」
の
方
は
借
用
語

と
す
る
と
説
明
が
容
易
で
あ
る
。
で
は
、「
あ
よ
」
は
ど
こ
か
ら
来
た
だ
ろ
う

か
。私

は
元
々
沖
縄
古
語
の
「
あ
よ
」
が
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
祖
語
の

ま
た
は

「
肝
」
に
遡
る
と
思
っ
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
祖
語

の

の
現
代
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
諸
言
語
の
反
映
形
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
。

最
も
頻
繁
に
出
る/

/と
/
/

の
外
に
も
、/θ

/
/
/
/
/
/¢

/
/
/
/
/

が

あ
る

）
。
最
初
の

は
そ
の
ま
ま
で
は
パ
イ
ワ
ン
語
に
し

か
出
な
い
。
外
の
言
語
に
は
時
々

、
も
っ
と
頻
繁
に
は

が
出
る
。
こ
う

し
て
見
て
い
く
と
、
次
の
発
達
も
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
オ
ー

ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
祖
語

＞
θ

＞
δ

～
＞

沖
縄
古
語

。
し
か
し
、
大
き
な
問
題
点
が
残
っ
て
い
る
。
先
ず
、
沖
縄
古
語
に
は
、

こ
の
言
葉
以
外
に
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
諸
言
語
か
ら
の
確
実
な
借
用
語
が
な

い
。
そ
し
て
、
沖
縄
に
地
理
的
に
一
番
近
い
台
湾
の
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
諸
言

語
に
は

/
/と

/
/と

/¢
/

の
反
映
し
か
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、/

/

へ
の

発
展
は
お
か
し
い
。

私
の
京
都
大
学
で
の
発
表
の
際
、
李
相
億
先
生
か
ら
頂
い
た
ご
指
摘
に
よ
っ

て
、
も
う
一
つ
の
可
能
性
が
見
え
て
き
た
。
中
世
韓
国
語
に
は
‥

/
/

「
腸
、

胆
、
勇
気
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
上
代
韓
国
語
の
資
料
に
は
こ
の
言
葉
は
見

ら
れ
な
い
が
、
中
世
韓
国
語
の
‥

/
/

「
腸
、
胆
、
勇
気
」
に
は
上
声
の
ア

ク
セ
ン
ト
記
号
「
‥
」
が
付
い
て
い
る
の
で
、
韓
国
祖
語
で
は
こ
の
言
葉
の
原

形
は
二
音
節
の
形
式

だ
っ
た
事
が
明
確
で
あ
る
。
中
世
韓
国
語
文
献
か

ら
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

天
魔
・

天
魔
｜
属
格

胆
｜
対
格

落
｜
不
定
形

失
｜
尊
敬
｜
連
体
｜
名
詞
形

天
魔
が
勇
気
を
な
く
す
る
と

（
南
明

下
‥
四
ウ
）

・目

付－

連
体

人
｜
主
格

胆
｜
対
格

失
｜
非
終
形

魂
｜
主
格

無
｜
連
体
｜
名
詞
形

目
を
付
け
た
人
が
勇
気
を
失
い
、
魂
が
な
く
な
る
と

（
金
三

五
‥
三

二
）



四
、
琉
球
祖
語

「
海
豚
」
と

上
代
中
央
日
本
語
の

「
海
豚
」

琉
球
諸
言
語
の
中
に
は
「
海
豚
い
る
か

」
を
意
味
す
る
特
別
な
言
葉
が
あ
る
。
た
と

え
ば
、
和
泊

、
井い
之の

、
首
里

、
川かー
平びら

「
海
豚
」

）
。

氏
が
引
用
し
た
言
葉
以
外
に
も
、
今
帰
仁

「
海
豚
」（
仲
宗
根
一
九
八
三
‥
四
四
五
）
と
沖
縄
古
語
へ
と

/
/

「
海
豚
」

（
外
間
一
九
九
五
‥
五
九
〇
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
琉
球
祖
語
の

に
さ
か

の
ぼ
る
。
私
が
知
る
限
り
、
上
代
中
央
日
本
語
と
現
代
日
本
本
土
方
言
に
は

の
反
映
形
は
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
上
代
中
央
日
本
語
か
ら
「
い
る
か
」

と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
。
上
代
中
央
日
本
語
で
は
「
い
る
か
」
は
訓
仮
名
の

「
入
鹿
」
と
し
て
書
か
れ
て
あ
る
。

例
‥幸

行
于
濱
之
時
毀
鼻
入
鹿
魚
既
依
一
浦

濱
に
行
く
ま
し
し
時
に
、
毀やぶ
れ
た
る
鼻
の
イ
ル
カ
魚
既
に
一
浦
に
依
れ
り

（
記

Ⅱ
‥
五
四
ウ
）

南
入
海
所
在
雑
物
入
鹿
・
和
爾
・
鯔なよし・
須
受
枳
…
…

南
の
入
海
に
在
る

雑
くさぐさ

の
物
は
、
イ
ル
カ
、
鰐
さ
め
、
ぼ
ら
、
鱸
…
…

（
出
雲
風

一
四
〇
・
五
）

氏
に
よ
る
と
、
彼
が
研
究
し
た
宮
古
方
言
で
は
イ
ル
カ
を

と
い
う

二
〇
〇
七
・
一
〇
・
二
四
電
子
メ
ー
ル
）
。

は
間
違
い
な
く

イ
ル
カ
の
宮
古
語
の
反
映
形
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
私
が
知
る
限
り
、
琉

球
諸
言
語
に
は
イ
ル
カ
が
使
わ
れ
た
確
証
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
宮

古
語
の

は
＜

と
一
緒
に
使
わ
れ
て
お
り
、独
立
し
た
言
葉

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
琉
球
語
祖
語
の
中
に

が
存
在
す
る
証
拠
は
な

い
。
結
果
と
し
て
、

を
日
本
祖
語
の
言
葉
と
し
て
、

を
琉
球
祖

語
の
言
葉
と
し
て
確
立
で
き
る
よ
う
で
あ
る
が
、
い
っ
た
い
ど
う
し
て
こ
の
言

葉
に
こ
ん
な
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
に
つ
き
あ
た
る
。
つ
ま

り
、
同
じ
日
琉
語
族
に
は
同
義
語
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
が
日
琉
祖
語
に
さ
か
の

ぼ
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
掲
げ
た
沖
縄
古
語
の

「
肝
」
ほ
ど
、
分
布
は
簡

単
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
祖
語
形
と
し
て
受
け
い
れ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
だ

ろ
う
。

村
山
氏
は
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
語
の

「
鯨
の
白
肉
（
皮
下
脂
肪
層９

）
）」、
北

千
島
ア
イ
ヌ
語
の

「
鯨
」、
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
の
『
樺
太
ア
イ
ヌ
語

辞
典
』
の

「
鯨
が
い
る
」
に
注
目
し
た
（
村
山
一
九
七
四
‥
二
〇

三
）。
残
念
な
が
ら
、
村
山
氏
の
引
用
は
完
全
で
も
、
正
確
で
も
な
い
。
と
い

う
の
は
、
ド
ブ
ロ
ト
ヴ
ォ
ル
ス
キ
の
『
樺
太
ア
イ
ヌ
語
辞
典
』
で
は

10
）

だ
け
で
は
な
く
、
樺
太
ア
イ
ヌ
語

「
鯨
」

と
千
島
ア
イ
ヌ
語

「
鯨
ら
」
も
載
せ
て
い
る
の
で
あ
る
（

琉球語、上代日本語と周辺の諸言語



）。
知
里
（
一
九
七
六
‥
一
七
六
）
を
見
る
と
、
北
海
道
で
も
樺
太
で

も

は
「
鯨
の
白
肉
（
皮
下
脂
肪
層
）」
で
あ
る
が
、
千
島
ア
イ
ヌ
語
で
は
、

は
「
鯨
」
で
あ
る
（
知
里
一
九
七
六
‥
一
七
六
）。
イ
ル
カ
は
歯
鯨
類
に
属

す
る
小
形
種
の
哺
乳
類
で
あ
る
か
ら
、「
鯨
」
か
ら
「
イ
ル
カ
」
へ
の
意
味
変

化
は
驚
く
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、『
ア
イ
ヌ
語
方
言
辞
典
』
に
よ
る
と
、
樺

太
ア
イ
ヌ
語
に
は

「
海
豚
」
と
い
う
言
葉
が
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
る

（
服
部
一
九
六
四
‥
一
八
七
）。
こ
の
事
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
上
代
中
央
日
本

語
の

「
海
豚
」
は
お
そ
ら
く
ア
イ
ヌ
語
の

の
祖
形
で
、
ア
イ
ヌ

語
の

＞

と
い
う
変
化
は
順
行
同
化
の
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
仮
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
本
土
の

「
海
豚
」
は
ア
イ
ヌ
語

か
ら
の
借
用
語
で
、
琉
球
祖
語
の

は
琉
球
祖
語
に
し
か
保
存
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
日
琉
祖
語
の
言
葉
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

私
の
発
表
の
際
、

氏
が
琉
球
祖
語
の

「
海
豚
」
が
上
代

中
央
日
本
語
の
比
都
自/

/

「
羊
」
と
同
源
語
で
は
な
い
か
、
と
い
う

意
見
を
出
さ
れ
た
。
こ
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
勿
論
、
上
代
中

央
日
本
語
の
母
音/

/

と/
/

は
日
琉
祖
語
の

と

に
遡
る
事
は
可
能
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
問
題
点
は
意
味
の
変
化
と
上
代
中
央
日
本
語
の
比

都
自

/
/

「
羊
」
の

/
/

が
接
尾
語
で
あ
る
証
拠
が
あ
る
か
ど
う

か
で
あ
る11

）
。

本
土
の
方
言
で
は
上
代
中
央
日
本
語
の
比
都
自

/
/

系
の
言
葉
は

い
つ
も

/
/

を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
琉
球
の
八
重
山
の
鳩
間
方
言
に

は

「
未
」
が
あ
り
、
八
重
山
の
石
垣
と
竹
富
の
方
言
に
は

「
未
」

が
あ
る
（
宮
良
一
九
八
〇
‥
四
九
二
）。
こ
れ
ら
の
言
葉
は/

/

が
な
い
の
で
、

上
代
中
央
日
本
語
の
比
都
自

/
/

「
羊
」
の

/
/

を
接
尾
語
と
し

て
説
明
す
る
事
も
で
き
る
。
で
は
、
他
に
は
問
題
点
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
八
重

山
の

と

「
未
」
の
第
一
音
節
の

/
/

は
疑
い
な
く
日
琉
祖
語
の

に
遡
る
事
が
で
き
る
が
、
第
二
音
節
の/

/

と/
/

は
日
琉
祖
語
の

で

は
な
く
、

を
反
映
す
る
。
ま
た
、
八
重
山
の

と

「
未
」
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
普
通
の
動
物
で
あ
る
羊
で
は
な
く
十
二
支
の
名
前
の
一
つ

を
指
し
て
い
る
た
め
、
借
用
語
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
る
。

五
、
琉
球
祖
語

「
睫
」
と

上
代
中
央
日
本
語
の

「
睫
」

中
古
日
本
語
「
ま
つ
げ
」

（
名
義
抄
高

八
四
オ
一
）
も
、「
ま
つ
げ
」

（
名
義
抄
観

仏
中
六
九
・
四12

）
）
も
、「
ま
つ
げ
」
系
の
現
代
本
土
方
言
も
、

全
て

/
/

で
終
わ
る
。
し
か
し
、
上
代
中
央
日
本
語
の
唯
一
つ
の
音
声
表
記

は
麻
都
奇/

/

で
あ
る
。

睫
目
旁
毛
倭
言
麻
都
奇
（
大
般
若
経13

）
）

睫
は
目
の
旁
の
毛
な
り
。
大
和
言
葉
は
麻
都
奇
な
り
。

「
麻
都
奇
」
の
読
み
方
の
定
説
は

（
澤
潟
一
九
六
七
‥
六
八
二
）
で



あ
る
が
、
万
葉
仮
名
の
「
奇
」
の
読
み
方
は
上
代
日
本
語
文
献
で
は
い
つ
も
乙

類

［
］

で
、
乙
類

［
］

ま
た
は

［
］

の
例
は
な
い
。
そ
し

て
、
祖
語
形
が

＞

上
代
中
央
日
本
語

）
で
あ
っ
た
か
、
あ

る
い
は

＞

中
古
日
本
語

）
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
の

解
決
に
は
琉
球
諸
言
語
の
資
料
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
資
料
を
見
る
と
、

和
泊

、
湯
湾

、
井
之

、
首
里

、
大
浦

、
東
仲
宗
根

内
間
・
新
垣
二
〇
〇
〇
‥
四

五
一
）
は
琉
球
祖
語
形

に
遡
る

）
。
琉
球
祖
語
の

は
日
琉
祖
語
の

を
反
映
し
、
琉
球
祖
語
の

は
日
琉
祖
語
の

を
反
映
す
る
。
日
琉
祖
語
の

は
中
古
日
本
語
と
現
代
日
本
語
の/

/

に
な
る
の
で
、
残
る
可
能
性
は

と

だ
け
で
あ
る
。

は
上
代
中

央
日
本
語
の
乙
類/

/

に
な
り
、

は
上
代
中
央
日
本
語
の
甲
類/

/

に

な
る
。
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
上
代
中
央
日
本
語
の
唯
一
つ
の
音
声
表
記
は

で
は
な
く
、
麻
都
奇

/
/

で
あ
る
か
ら
、
上
代
中
央
日

本
語
の
母
音
が
乙
類/

/

で
あ
っ
た
と
い
う
直
接
的
な
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
間
接
的
な
証
拠
は
あ
る
と
思
う
。
先
ず
、『
日
本
書
紀
』
で
は
万
葉

仮
名
の
「
氣
」
は

/
/

と
も

/
/

と
も
書
い
て
あ
る
。『
万
葉
集
』
と

『
続
日
本
紀
』
で
は
万
葉
仮
名
の
「
義
」
と
「
宜
」
は/

/

と
も/

/

と
も
書
い
て
あ
る
。
甲
類/

/
～
/

/

と
乙
類/

/
～
/

/

の

間
に
は
そ
の
よ
う
な
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
乙
類/

/

は
甲
類/

/

よ
り
ず
っ
と
頻
繁
で
あ
る
。
従
っ
て
、
日
琉
祖
語
形
は
お
そ
ら
く

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

語
源
の
定
説
は
目ま
・
つ
・
毛け
で
あ
る
（
澤
潟
一
九
六
七
‥
六
八
二
）。
意
味
的

に
は
問
題
な
い
が
、
形
態
論
上
お
か
し
な
点
が
あ
る
と
思
う
。
つ
ま
り
、
上
代

中
央
日
本
語
麻
都
奇

/
/

の
他
は
、
琉
球
祖
語
形

も
、
中

古
日
本
語

も
、
日
琉
祖
語
形
が
無
声
子
音

で
は
な
く
、
子
音
群

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
上
代
中
央
日
本
語

「
毛
」（＜

日
琉
祖
語

）
は
確
か
に
無
声
子
音

か
ら
始
ま
り
、

か
ら
始
ま
ら

な
い
。
と
す
る
と
、
日
琉
祖
語
形

は

と
し
て
分

析
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、

は
属
格
の

の
省
略
で
あ

る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

の

も
属
・
所
格
で

あ
る
。
二
つ
の
属
格
が
同
じ
合
成
語
に
入
る
事
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

従
っ
て
、
日
琉
祖
語
形

は

＜

と
し
て
分
析
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

の
中
で
は
、

は
属

格
で
、

は
「
毛
」
な
の
で
、

は
「
目
」
で
し
か
あ
り
え
な
い
。

氏
が
示
し
た
よ
う
に
、
交
替
形
と
語
幹
形
の
あ
る
上
代
中
央
日
本

語
の
言
葉
は
日
琉
祖
語
で
は

で
終
わ
る
（
一
九
八
五
）。
従
っ
て
、
上
代
中

央
日
本
語
の

～

「
目
」
は
日
琉
祖
語
形

に
遡
る
。
し
か
し
、

そ
の

は
お
そ
ら
く
日
琉
祖
語
の
ど
の
よ
う
な
音
節
末
歯
音
も
反
映
し
う
る
。

合
成
語
の
中
に
は
古
い
形
式
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
、

に
見
え
る
よ
う
に
、
そ
の

は

に
遡
る
だ
ろ
う
。
語
幹
末
の

の
説
明

は
困
難
で
あ
る
が
、
日
琉
祖
語
で
は
こ
の
言
葉
が
二
音
節
だ
っ
た
と
い
う
可
能

琉球語、上代日本語と周辺の諸言語



性
は
完
全
に
は
無
視
で
き
な
い
。
原
始
日
琉
祖
語

「
目
」
は
オ
ー
ス
ト

ロ
ア
ジ
ア
祖
語

と
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
祖
語

「
目
」
に
よ
く
似

て
お
り
、
お
そ
ら
く
偶
然
の
一
致
で
は
な
く
、
借
用
語
の
可
能
性
が
高
い
。

六
、
沖
縄
古
語

「
拝
所
、
城
」
と
そ
の
語
源

沖
縄
古
語

「
拝
所
、

うがんじゆ
城
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
色
々
な
仮
説
が
あ

り
、
定
説
は
ま
だ
な
い
。
琉
球
諸
言
語
に
は
そ
の
言
葉
が

～

と
い
う
形
式
で
出
て
い
る
（
外
間
一
九
九
五
‥
二
四
）。
中
本
正
智
が
指
摘
し
た

よ
う
に
、
地
名
に
は

だ
け
で
は
な
く
、

し
か
出
な
い
地
名
も
あ

る
。
た
と
え
ば
、
石
垣
の
登
野
城
は
ト
ノ
ス
ク
で
あ
る
（
中
本
一
九
八
三
‥
一

九
一
）。
し
か
し
、
一
般
的
に
地
名
に
基
づ
く
語
源
は
信
憑
性
が
低
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
上
の
指
摘
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

の

と

を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
漢
語
の
接
頭
語
「
御
」
と
し
て
説
明

し
た
い
と
す
る
誘
惑
に
か
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
御
」
は
音
声
表
記
の

場
合
に
は
、
沖
縄
古
語
で
は
「
ぐ
」
で
は
な
く
、
常
に
「
ご
」
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
く
に
ご
し
や
ん
「
国
御
杖
、
王
さ
ま
の
持
つ
笏しやく」（
お
も
ろ

Ⅷ

四
〇

三
）
な
ど
が
示
す
通
り
で
あ
る
。

も
、
漢
語
の
「
宿
」
の
借
用
語
で
は

な
い
か
と
想
像
し
た
く
な
る
が
、

の
元
来
の
意
味
は
「
城
」
ま
た
は

「
御
宿
」
で
は
な
く
、「
拝
所
」

うがんじゆ
ら
し
い
。で
は
、
こ
の
方
向
か
ら
考
え
て
見
よ
う
。

沖
縄
古
代
の
拝
所
は
き
こ
ゑ
大
君
の
よ
う
な
女
神
が
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
儀
式

を
行
っ
て
い
た
場
所
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

の
意
味
は
多
分
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
儀
式
に
関
連
が
あ
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
本
土
の
日
本
語
に
対

応
す
る
言
葉
が
な
い
の
で
、

が
琉
球
語
の
特
別
な
発
展
で
な
い
と
す

れ
ば
、
外
の
言
語
か
ら
の
借
用
語
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
と
思
う
。

宗
教
の
用
語
は
借
用
さ
れ
や
す
い
事
も
事
実
で
あ
る
。

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
は
音
声
表
記
の

は
二
八
二
回
出
て
い
る
が
、

そ
の
内
二
八
一
回
は
「
く
す
く
」
で
、「
ぐ
す
く
」
は
一
回
し
か
現
れ
な
い

（
お
も
ろ

Ⅹ
‥
五
一
九
）。
い
う
ま
で
も
な
く
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
仮
名
書

き
に
は
濁
音
の
記
号
が
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
事
が
理
由
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
現
代
琉
球
諸
言
語
の
証
拠
を
考
え
る
と
、
い
ず
れ
の
表
記
も
音
声
的
に

は

と
見
な
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
。

は

か
ら
始
ま
る
が
、

前
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
琉
球
祖
語
の

は
日
琉
祖
語
の

を
反
映
す
る
。

勿
論
、
日
琉
祖
語
に
も
琉
球
祖
語
に
も
元
来
語
頭
子
音
群
が
な
か
っ
た
の
で
、

そ
の

は
二
次
的
な
も
の
に
違
い
な
い
。『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
中
の

の
用
例
の
分
布
を
見
る
と
、
そ
の
九
〇
％
は
、
体
言
あ
る
い
は
形
容
詞
の

語
幹
に
従
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、

は
元
来

で
、
属

格
＋

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
琉
球
諸
言
語
の
、

「
蟹
」
と

「
烏
」
と
同
じ
語
頭
濁
音
の
起
源
で
あ
る
。
従
っ
て
、
琉
球
祖
語
の

が
再
構
で
き
る
だ
ろ
う
。

借
用
語
の
可
能
性
に
戻
る
と
、
中
世
韓
国
語
に
は
・

/
/

「
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
儀
式
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、



母

一
生
｜
所
格

巫
女

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
儀
式

だ
け

楽
｜
不
定

時
制
連
体
形

の
で

母
は
一
生
の
内
、
巫
女
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
儀
式
だ
け
を
楽
し
ん
だ
の
で

（
月
釋

ⅩⅢ
‥
六
八14

）
）

中
世
韓
国
語
・

/
/

「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
儀
式
」
は
古
代
韓
国
語
資

料
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
古
代
韓
国
語
資
料
は
非
常
に
断
片
的
な
の
で
、
驚
く

べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
韓
国
祖
語
で
は
こ
の
言
葉
は
二
音
節
の

で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

中
世
韓
国
語
に
は
・

/
/

「
場
所
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
た
と
え

ば
、

・こ
の

場
所

あ
の

場
所
｜
所
格

こ
の
場
所
で
、
あ
の
場
所
で
（
龍
歌
二
六15

）
）

中
世
韓
国
語
の
・

/
/

「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
儀
式
」
と
同
じ
く
、
古

代
韓
国
語
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
上
代
中
央
日
本
語
の

「
場
所
」

は
古
代
韓
国
語
か
ら
の
借
用
語
ら
し
い
の
で
、
こ
の
言
葉
は
中
世
韓
国
語
・

/
/

「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
儀
式
」
と
違
い
、
一
音
節
の

で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
借
用
語
が
琉
球
祖
語
に
入
る
と
、
音
節
末
子
音
が
当
然
な
く

な
る
の
で
、
琉
球
祖
語
の

「
拝
所
」

うがんじゆ

は
古
代
韓
国
語
の

［
］

「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
儀
式
の
場
所
」
か
ら
の
借
用
語
で
あ
る
可
能

性
は
非
常
に
高
い
と
思
う
。

琉
球
祖
語
は
、
お
そ
ら
く
九
州
ま
た
は
西
本
州
か
ら
九
〇
〇
年
代
ご
ろ
琉
球

に
入
り
始
め
た
（

）。
上
代
西
日
本
に
は
上
代
韓
国
言
語
と

そ
の
文
化
の
影
響
は
と
て
も
強
か
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
借
用
語
が
あ
っ
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。

七
、
沖
縄
古
語

「
首
里
」
と
そ
の
語
源

「
首
里
」
と
い
う
地
名
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
仮
名
書
き
の
「
し
よ
り
」

と
し
て
は
二
一
九
回
現
れ
る
が
、
漢
字
書
き
の
「
首
里
」
と
し
て
は
四
三
回
し

か
出
て
い
な
い
。『
お
も
ろ
さ
う
し
』
は
殆
ど
全
部
仮
名
書
き
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
地
名
に
は
不
思
議
な
点
が

い
く
つ
か
あ
る
。
先
ず
、「
し
ゆ
り
」
と
い
う
仮
名
書
き
が
全
く
見
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

琉
球
祖
語
の

と

は
、
沖
縄
古
語
で
は
現
代
首
里
語
の
よ
う
に
す
で

に
混
同
し
て
い
た
と
い
う
定
説
が
あ
る
が
、
こ
の
説
に
は
非
常
に
確
か
な
反
対

証
拠
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
た
沖
縄
古
語
資
料
の
、
次
の

琉球語、上代日本語と周辺の諸言語



例
を
表
１
に
あ
げ
よ
う
。

最
後
の
例
を
見
る
と
、

＞
/
/

と
い

う
変
化
が
も
う
始
ま
っ
て
い
る
事
は
分
か
る

が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
一
般
的
で
は
な
い
。

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
も
対
格
助
詞
は
い
つ

も
「
よ
」（＜

）
と
し
て
書
か
れ
て
あ

る
。「
ゆ
」
の
対
格
助
詞
の
形
式
は
「
琉
歌
」

以
後
し
か
姿
を
見
せ
な
い
。
従
っ
て
、『
お

も
ろ
さ
う
し
』
で
の
ウ
段
の
仮
名
と
オ
段
の

仮
名
の
使
い
方
は
ば
ら
ば
ら
で
は
な
く
、
少

な
く
と
も
あ
る
程
度
ま
で
古
い
ウ
・
オ
区
別

を
守
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、「
首
」
の
漢
字
の
現
代
中
国
語
の
読
み
方
は
勿
論

/
/

で
あ

る
が
、
中
世
中
国
語
の
読
み
方
は

/
/

で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
首
里
」

が
中
国
語
の
首
里
の
借
用
語
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
多
分
「
し
よ
り
」

で
は
な
く
、「
し
ゆ
り
」
と
書
か
れ
た
だ
ろ
う
。「
主
」
と
い
う
漢
字
の
中
世
中

国
語
の
読
み
方
は

/
/

で
あ
る
が
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
で
の
そ
の
仮
名

書
き
は
同
じ
く
「
し
ゆ
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
首
里
」
と
い
う
漢
字
は
民
間
語
源
ま
た
は
当
て
字
だ
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
語
源
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
も
う
一
つ
の
大
切
な
現
象
に
つ
い
て

言
及
し
た
い
と
思
う
。
沖
縄
古
語
の/

/

は

に
も

に
も
遡
る
こ

と
が
で
き
る
。
上
で
も
説
明
し
た
よ
う
に
、
沖
縄
古
語
の
対
格
助
詞
「
よ
」
は

に
遡
る
。
も
う
一
つ
の
例
を
あ
げ
る
と
、
沖
縄
古
語

「
魚
」
は

に
遡
る
。
だ
か
ら
、「
し
よ
り
」
も

を
反
映
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

「
首
里
」
は
や
は
り
統
一
琉
球
王
国
の
首
都
で
あ
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
で

は
、
首
都
の
名
前
を
使
わ
ず
に
、
よ
く
「
首
都
」
と
し
て
の
み
呼
ば
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
奈
良
時
代
に
は
、
奈
良
を
「
み
や
こ
」
と
だ
け
呼
ん
だ
例
は
上
代

日
本
文
献
に
沢
山
あ
る
。
た
と
え
ば
、

美
夜
故
邊
尓
由
可
牟
船
毛
我
可
里
許
母
能
美
太
礼

於
毛
布
許
登
都

夜

良
牟

み
１

や
こ
１

へ
１

に
ゆ
か
む
ふ
ね
も
１

が
か
り
こ
２

も
２

の
２

み
１

だ
れ
て
お
も
１

ふ
こ
２

と
２

つ
げ
２

や
ら
む

京
辺
に

行
｜
推
量
｜
連
体
形

船

希
望
助
詞

刈
｜
名
詞
形

比
較
格

乱
れ
（
連
用
形
）－

不
終
形

思
｜
連
体
形

言

告
げ
（
連

用
形
）－

遣
｜
推
量
｜
終
止
形

京
辺
に
行
か
む
船
も
が
刈
り

の
乱
れ
て
思
ふ
事
告
げ
や
ら
む
（
万

ⅩⅤ

三
六
四
〇16

）
）

表１ 琉球祖語 の沖縄古語と現代首里語での反映形

意味 沖縄古語

（ハングルとローマ字）

現代首里語

この 語音翻訳 2オ

人 語音翻訳 2オ

肝 語音翻訳 2ウ

多い 語音翻訳 1ウ 「大」



平
安
時
代
に
も
平
安
京
を
「
み
や
こ
」
と
呼
ん
だ
例
は
少
な
く
な
い
。
現
代

韓
国

/
/

に
な
っ
た
中
世
韓
国
語
の

も
元
来
「
京
」
の
意

味
を
持
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

‥京
｜
属
格

事
情
｜
対
格

知
｜
不
定
時
制
連
体
形

の
で

京
の
事
情
を
知
っ
た
の
で
（
龍
歌
三
五
）

こ
の
句
の

「
京
」
は
ソ
ウ
ル
市
に
関
係
は
な
く
、
中
国
の
首
都
を

表
す
。

私
の
意
見
で
は
、
沖
縄
古
語
の
「
し
よ
り
」（＜

）
は
韓
国
語
の

「
京
」
か
ら
の
借
用
語
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
で
も
、
不

明
な
と
こ
ろ
が
残
っ
て
い
る
。
一
番
大
き
な
問
題
点
は
、
中
世
韓
国
語
の

の
第
一
の
音
節

/
/

は
上
声
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、/

/
は

韓
国
祖
語
の
二
音
節
の
連
続
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
音
節
の
連
続
が
い

つ
ご
ろ
一
音
節
に
縮
ん
だ
か
ま
だ
解
明
が
困
難
な
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
こ
れ
は
偶
然
の
類
似
で
は
な
い
と
思
う
。

結

論

結
論
と
し
て
次
の
二
つ
の
点
を
強
調
し
た
い
。

（
イ
）
琉
球
諸
言
語
の
資
料
を
使
わ
な
け
れ
ば
、
日
琉
祖
語
の
再
構
は
不

可
能
で
あ
る
。
上
代
中
央
日
本
語
と
琉
球
諸
言
語
の
関
係
は
、
ラ
テ
ン
語
が

ロ
マ
ン
ス
語
族
の
祖
語
で
あ
る
よ
う
に
単
純
明
快
で
あ
る
と
考
え
て
は
な
ら

な
い
。
つ
ま
り
、
上
代
中
央
日
本
語
は
日
琉
諸
言
語
の
祖
語
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
日
琉
諸
言
語
の
中
で
時
間
的
に
最
も
古
い
文
献
を
持
つ
上
代
中
央
日

本
語
は
琉
球
祖
語
と
比
べ
た
ら
改
新
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
こ
の
事
実
に
つ

い
て
は
、
服
部
氏
が
少
な
く
と
も
三
〇
年
前
に
明
確
に
し
て
い
る

一
九
七

八

七
九
）
が
、
残
念
な
が
ら
日
本
の
本
土
の
国
語
学
者
の
大
部
分
と
ア
メ
リ

カ
・
西
欧
の
言
語
学
者
の
多
く
が
再
構
を
行
う
際
に
琉
球
祖
語
の
デ
ー
タ
を

考
慮
に
入
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
（
た
と
え
ば
、

参

照
）。
本
稿
で
は
日
琉
諸
言
語
の
歴
史
の
研
究
に
お
け
る
琉
球
諸
言
語
と
琉

球
祖
語
の
重
要
性
を
も
う
一
度
強
調
す
る
目
的
で
、
そ
れ
を
支
持
す
る
新
し

い
資
料
を
導
入
し
て
み
た
。

（
ロ
）
ま
た
、
本
稿
で
は
、
上
代
日
本
語
と
現
代
日
本
語
の
本
土
方
言
に

は
存
在
し
な
い
韓
国
語
の
要
素
が
琉
球
諸
言
語
に
表
れ
て
い
る
こ
と
を
示
そ

う
と
し
た
。
沖
縄
古
語

「
肝
」、

「
拝
所
」、

「
首
里
」

に
因
す
る
私
の
語
源
仮
説
が
正
し
け
れ
ば
、
あ
る
上
代
韓
国
語
の
方
言
と
琉

球
祖
語
の
間
に
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
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れ
ら
の
接
点
は
ど
の
地
方
で
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

氏
は
最
近

の
論
文
で
琉
球
祖
語
は
ど
こ
か
ら
琉
球
列
島
に
入
っ
た
か
に
つ
い
て
三
つ
の

仮
説
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
論
文
に
よ
る
と
、
九
州
の
南
、
九
州
の
西
北
（
特

に
長
崎
県
）、
そ
し
て
本
州
の
最
西
端
・
山
口
県
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
出
発
点
だ
と
い
う
。

氏
は
最
後
の
可
能
性
が
最
も
信
憑
性
が
高

い
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ

二
〇
〇
三
）
。
琉
球
祖
語
・
上
代
韓
国
語
の
接
点

は
九
州
の
南
で
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
長
崎
県
の
地
方
も
あ
ま
り
可
能
性

は
高
く
な
い
。
九
州
の
東
北
な
い
し
山
口
県
の
地
方
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

資
料
略
称

〔
日
本
文
献
〕

出
雲
風

出
雲
風
土
記

七
三
三
年

記

古
事
記

七
一
二
年

大
般
若
経

石
山
寺
本
大
般
若
経
音
義

平
安
時
代
初
期
前

万

万
葉
集

七
五
九
年
以
後
七
八
五
以
前

名
義
抄
観

類
聚
名
義
抄

一
〇
八
一
年
（
観
智
院
本
）

名
義
抄
高

類
聚
名
義
抄

一
〇
八
一
年
（
高
山
寺
本
）

〔
琉
球
文
献
〕

お
も
ろ

お
も
ろ
さ
う
し

一
六

一
七
世
紀

混
効

混
効
験
集

一
七
一
一
年

？
）

〔
韓
国
文
献
〕

金
三

金
剛
經
三
家
解

一
四
八
二
年

南
明

南
明
泉

頌
諺
解

一
四
八
二
年

語
音
翻
訳

海
東
諸
国
紀
附
録
語
音
翻
訳

一
五
〇
一
年

龍
歌

龍
飛
御
天
歌

一
四
四
三
年

月
釋

月
印
釋
譜

一
四
五
九
年

注１
）

日
琉
祖
語
の

と

は
、
琉
球
祖
語
で
は
常
に
保
存
さ
れ
、
上
代
東
国

日
本
語
で
は
多
く
の
場
合
に
は
保
存
さ
れ
、
上
代
中
央
日
本
語
で
は
あ
る
条
件

下
以
外
で
大
抵

/
/

と

/
/

に
な
っ
た
（
服
部
四
郎
一
九
七
六
、
一
九
七
八

七
九
）、

早
田
一
九
九
八
）、（

）（
日
野
二
〇

〇
三
）、（

）、（

）。

２
）
『
出
雲
風
土
記
』
か
ら
の
引
用
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
第
二
巻
秋
本

一
九
五
八
）
に
よ
る
。

３
）

は
岩
手
県
、
熊
本
県
、

は
大
阪
府
、
奈
良
県
、
茨
城
県
、
長

野
県
、

は
東
京
都
、
埼
玉
県
、
長
野
県
、
愛
知
県
、
奈
良
県
、
大
阪
府
、

和
歌
山
県
、
島
根
県
、
高
知
県
、
熊
本
県
に
見
ら
れ
る
。
更
に
、
福
島
県
で
は

も
見
ら
れ
る
（
徳
川
・
佐
藤
一
九
八
九
‥
Ⅱ
、
一
八
一
三
）。

４
）
『
古
事
記
』
か
ら
の
引
用
は
（
高
木
・
富
山
一
九
七
四
）
に
よ
る
。

５
）

大
文
字
は
音
声
表
意
記
で
は
な
い
部
分
を
示
す
。



６
）
『
古
事
記
』
か
ら
の
引
用
は
『
古
事
記
大
成
』（
高
木
・
富
山
一
九
七
四
）

に
よ
る
。

７
）
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
か
ら
の
引
用
は
（
外
間
二
〇
〇
〇
）
に
よ
る
。

８
）
『
混
効
験
集
』
か
ら
の
引
用
は
（
外
間
一
九
八
一
）
に
よ
る
。

９
）
（
知
里
一
九
七
六
‥
一
七
六
）
を
引
用
し
た
。

10
）

実
際
は

「
鯨
が
い
る
」
で
は
な
く
、「
い
る
も
の
は
、
鯨

〔
だ
〕」
で
、
正
し
い
綴
り
方
は

「
い
る
も
の
、
鯨
」
だ
。

11
）

氏
の
意
見
で
は
、
上
代
中
央
日
本
語
の
比
都
自

/
/

は

日
琉
祖
語
の

「
髭
の
牛
」
に
遡
れ
る
（
一
九
八
七
‥
四
一
一
）

が
、
次
に
出
る
「
ま
つ
げ
」
の
語
源
と
同
じ
よ
う
に
、
二
つ
の
属
格
が
使
用
さ

れ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

12
）
『
類
聚
名
義
抄
』
か
ら
の
引
用
は
（
望
月
一
九
七
四
）
に
よ
る
。

13
）

石
山
寺
本
『
大
般
若
経
音
義
』
か
ら
の
引
用
は
（
澤
潟
久
孝
一
九
六
七
）

に
よ
る
。

14
）
『
月
印
釋
譜
』
か
ら
の
引
用
は
『
数
学
古
語
辞
典
』（
南
一
九
九
七
）
に
よ

る
。

15
）
「
龍
飛
御
天
歌
」
か
ら
の
引
用
は
（
朝
鮮
語
学
研
究
会
一
九
三
四
）
と

（

二
〇
〇
七
）
に
よ
る
。

16
）
『
万
葉
集
』
か
ら
の
引
用
は
（
澤
潟
久
孝
一
九
八
四
）
に
よ
る
。
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編
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＋

こ
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文
は
二
〇
〇
八
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四
月
一
七
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京
都
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学
言
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学
部
で
の
発
表
と
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〇
〇
八
年
七
月
七
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琉
球
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の
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演
に
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し
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増
補
し
て

い
る
。
発
表
後
、
非
常
に
役
立
つ
コ
メ
ン
ト
を
下
さ
っ
た
田
窪
行
則
先
生
、
李

相
億
先
生
、
吉
田
豊
先
生
、

さ
ん
、

さ
ん

並
び
に
山
崎
瑶
子
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

琉球語、上代日本語と周辺の諸言語


